
2010年 8月 1日　№ 985
発　行　羽村民報編集委員会
責任者　野　崎　　衷

日本共産党羽村市議団のホームページ
http://www.jcphamura.org
事務所 電話579-2132 FAX579-2106

８月の無料法律相談は１７日
先先週の羽村民報で８月の無料法律相談を８月10日
とお知らせしましたが、都合で１７日に変更します。
時間は午前１０時～　場所は市委員会事務所です。

予約は羽村市議団まで
中原まさゆき　 電話　554-1163
市川　えい子　電話　554-1140
鈴木　たくや　電話　080-1058-9450

先先週の羽村民報で参院選の結果をお知らせしましたが、福生市と
日の出町の比例票に誤りがありました。お詫びして訂正します。

2010 国民平和大行進 猛暑の中羽村市役所か
ら元気に出発しました

 5月に北海道から始まった平和行進が23日に羽村市を通過しました。地元の日本共産党と後援会も
行進に参加しました。羽村市の市長からはメッセージと「はむらの水」の差し入れがあり猛暑でした
が元気をもらいました。また、羽村市在住の渡邉正郎さんは、富山→広島コースを通し行進者として
歩いています。市長と渡辺さんのメッセージを紹介します。

　猛暑のなか、核兵器廃絶の願いを込めて、2010年原水爆禁止国民平和大行進に参
加されておられる皆さまには、当羽村市への訪問、大変ご苦労様です。
　今年は、先の大戦から数えて６５年目となります。
　年々、戦争の体験者が少なくなっていく中で、悲惨な戦争の記憶を風化させるこ
とのないよう、また広島・長崎の原爆体験を二度と繰り返すことのないようにと、世
界平和を願い、毎年たゆまず平和要請行動を継続していらっしゃる皆さまに、心か
ら敬意を表します。
　羽村市では、平成７年８月に戦後５０年を契機として「羽村市平和都市宣言」を
行い、これまでも平和に関する企画展などを毎年開催しています。
　こうした事業を通して、羽村市民が、人類共通の世界平和について、改めて見つ
めなおしていただくことを望んでいます。
　世界各地ではテロや紛争が未だ絶えませんが、わたくしは、この平和都市宣言の
主旨を尊重しながら、５万７千人の羽村市民とともに、戦争の防止と、被爆国とし
ての悲惨な体験から、核兵器のない世界の恒久平和の実現のため、不断の努力を続
けてまいる所存であります。　２０１０年原水爆禁止国民平和大行進にご参加の皆
さまのご無事をお祈り申し上げまして、わたくしのメッセージといたします。
　　　　　　　　　　　　　平成２２年７月２３日　東京都羽村市長　並木　心

　

　　　　２０１０年原水爆禁止国民平和大行進に参加の皆様へ

　　国民平和大行進富山→広島コース通し行進者　渡邉さんからのメッセージです。

　2010 年国民平和大行進に参加のみなさんこんにちは。私もみなさんと同じように、核兵器の
ない世界の平和を願う一人として2010 年富山→広島コースの平和行進に参加しています。富山
県朝日町をスタートしてから42日目、島根県は東出雲町まで進んできました。行進してみて、多
くの地域で地道で多彩な取り組みが行われ、参加者も前回より多いところもたくさんあり、53回
目の平和行進がおおいに盛り上がっていることを実感しています。同時に昨年の北海道→東京
コース、そして今回の平和行進に参加して、日本全土に自衛隊基地の多さに驚いています。陸・
空・海など戦力不保持を謳（うた）った憲法を持つこの日本で、ましてや他国の軍隊米軍基地が
沖縄をはじめ戦後65 年も居座り続けることに、あらためて横田基地に隣接する一住民として怒
りを感じ、沖縄も横田基地も一日も早い撤去が必要と思います。今年5月に行われたＮＰＴ（核
不拡散条約）再検討会議、それに合わせて取り組まれた草の根のニューヨーク行動は大きな成果
を上げ、核兵器廃絶への一歩を踏み始めたといわれています。とりわけ被爆国日本のこれまで積
み重ねてきた反核運動の大きさが世界を動かして来ました。

　それだけに次ぎのＮＰＴ再
検討会議にむけての一つひと
つの行動が大事になっていま
す。国連事務総長は「行動を起
こそう、核兵器は必ずなくな
る」と発言しました。核兵器廃
絶へ力を合わせていきましょ
う。私はあと13 日間行進して
広島市に入ります。そして広
島で行われる世界大会で皆様
とお会い出来ることを楽しみ
にしています。　
2010年 7月 22日
　　　　　　　　渡邉　正郎


